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（２）目標設定シートに対応した成果と課題 

①成果目標・活動目標（生徒の学習成果に関する目標） 

遠隔授業受講者の大学進学率の向上 

 ５年度（実績） ６年度 ７年度 

目標値  40％ 45％ 

実績値 36.6％（15／41 人） 37.5％（6／16 人） 
47.8％ 

(11 人/23 人) 

目標設定

の考え方 

遠隔授業受講者（受信側）の大学進学率を確認することにより、

遠隔授業の学習効果を確認することができる。 

成果把握

のための

測定方法 

遠隔授業受講者（受信側）の大学進学率を算出する。 

把握のた

めの測定

方法及び

指標 

遠隔授業受講者（受信側）の大学進学率を分析した上で、学び

のＰＤＣＡサイクルの確立と学力向上に向けた取組を支援す

る。大学に進学した生徒の割合（単位：％）で算出する。 

（成果）遠隔授業受講者の大学進学率については、令和６年度の実績については

37.5％と微増であり、目標値の 40％を超えることはできなかった。令和７年

度については、目標値の 45％を超えることができた。要因としては今年度、

牛深高校の大学進学を目指す生徒が情報探究を受講しており、実績値を押し

上げたと考えられる。また小国高校の進路実績は、地方の小規模校でありなが

ら着実に結果を残しており、令和５年度には発展英語の学習を通して、海外で

の学習に興味を持ち海外大学に進学した生徒もいる。 

（課題）大学進学率については、年度末に判明するため、その結果を確実に次年

度からの事業に活かせるよう、情報を共有して進めていく必要がある。 

 

②成果目標・活動目標 

遠隔授業に係る成果発表会（公開授業を含む）（以下、成果発表会）に参加し

た高校（他県管理機関等含む）の数 

 ５年度（実績） ６年度 ７年度 

目標値  20 35 

実績値 ０ 15 9 
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